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岩手県においては，平成23年度から「企業との連携
協議会」の設置や公的機関における現場実習の受入の
拡大など，職業教育の充実を図る取組が進められてい
ます。
しかし，本県の特別支援学校においては，関係機関

と連携した進路指導が，校内全体として効果的に進め
られているとは言い難い状況にあるため，生徒一人一
人の進路希望に応えていくことに苦慮している様子が
見られます。これは，高等部生徒数の増加，障がいの
重度・重複化や多様化，労働や福祉に関する制度の改
正等に対応を要する業務が，専門性をもった進路指導
担当者に集中してしまい，学校としての計画的，組織
的な進路指導につながっていないことに原因があるた
めと思われます。
このような状況を改善するためには，進路指導を推

進する具体的な内容，方法，留意点が示された「進路・就労支援ハンドブック」を作成し，現場実習
や進路決定に向けた場面における共通理解のツールとして活用することで，計画的，組織的な進路指
導が進められると考えました。本研究における基本構想について【図１】のようにまとめました。

特別支援学校における進路指導・支援は，特別支援教育の理念である自立と社会参加をふまえ，小
学部から中学部，高等部まで教育活動全体を通し，児童生徒が自分の能力・適性を理解し，主体的な
進路選択・決定につなげていけるよう計画的，組織的に支援していかなければなりません。そのため
に，特別支援学校では日常の学習での児童生徒の支援を進めることと合わせて，家庭生活，学校生活
から続く地域生活，働く生活に向けた社会とのつながりを支援していくことが大きな役割となります。

進路指導の充実を図る四つの視点として位置付けた「校内連携」「関係諸機関との連携」「卒業後の
支援」「保護者（家庭）への支援」の下に，特別支援学校（知的障がい）の進路指導担当者の業務を整
理して，【図２】のようにまとめました。

キーワードの
解 説

保護者（家庭）
への支援

左ページには
概要

特別支援学校（知的障がい）における進路指導の意義

特別支援学校（知的障がい）における進路指導の充実のとらえ

＜校内連携＞
○現場実習の事前・事後指導

○進路指導・職業教育の実際指導

○校内職員への情報提供

○進路指導・職業教育に関する教材，資料等の収集

○校内移行支援会議への資料準備，管理

＜関係諸機関との連携＞
○現場実習等の立案・実施

○進路・職場開拓

○関係諸機関連携会議への参加

○関係諸機関への訪問

○進路指導・職業教育の担当者会議への参加

＜卒業後の支援＞
○卒業後の定着支援

○卒業生の支援会議への参加

○卒業生の相談対応

○同窓会との連携

＜保護者（家庭）への支援＞
○保護者（家庭）への情報提供・発信

○進路学習会の実施

○進路見学会の実施

○進路相談

進路・就労支援ハンドブックの基本ページ構成

※研究内容の詳細や進路・就労支援ハンドブックは，当センターＷｅｂページに掲載しています。

特別支援学校（知的障がい）における進路指導の現状及び課題

特別支援学校（知的障がい）における進路指導の充実

進路・就労支援ハンドブック試案の作成

現場実習でのハンドブック試案を活用した取組

ハンドブックを活用した指導の在り方の考察

先行研究・調査

授業（指導）実践

分析・考察

進路・就労支援ハンドブックの完成

教 師
進路指導担当者と担任との間で共
通理解が図られ，計画的，組織的
に進路指導が行われる

生 徒
地域の関係機関とつながりをもち，
一人一人の希望に添った進路が実
現される

研究の目的と基本構想

【図１】特別支援学校（知的障がい）における進
路指導の充実に関する基本構想図（概略）

進路・就労支援ハンドブックを活用した実践 ～現場実習 巡回指導～

【図２】進路指導の充実を図る四つの視点と進路指導担当者の業務

授業の構想

授業の実際

授業の振り返り

○「巡回指導の進め方」のページから，現場実習先
を訪問した際にチェックする項目を一覧にして記
入しやすいようにしました。

○記入した内容が，担任と進路指導担当者の間で引
き継ぎ資料として使われるようにしました。

作成した現場実習巡回指導チェックリスト（抜粋）

○「巡回指導の基本的な流れ」のページから，必要
な指導や事業所への対応を確認しながら巡回指導
を進めました。

○「巡回指導の実践事例」や「巡回指導の失敗事例」
のページを活用して，具体的な場面がイメージし
やすいようにしました。

○「現場実習中の保護者の見学」のページを参考に
して，現場実習中の見学を進めました。

ハンドブックから実践に活用したページ①（抜粋）

○「巡回指導チェックリスト」の活用により，保護
者による実習日誌の記入状況が改善されました。
また，継続的な挨拶面の指導の徹底が図られ，実
習生の態度が実習先から高く評価されました。

○実習の様子を見学した保護者からは，今後の進路
選択に向けてとても参考になったとの感想をいた
だきました。

○実践を通して，「巡回指導チェックリスト」を活用
した巡回指導の有効性が確認されました。

ハンドブックから実践に活用したページ②（抜粋）

見開き
２ページ構成

右ページには
具体例・実践例



進路指導の業務の遂行に当たっては，進路指導担当者を中心としながら，進路指導にかかわる教職員全員が進
路指導についての基本的な情報を把握することが必要となります。そこで，進路指導を進める上での内容や方
法・留意点を進路指導の充実を図る４つの視点で整理した「進路・就労支援ハンドブック」を作成し，活用する
ことが有効だと考えました。
進路・就労支援ハンドブックは，第１章「校内連携」第２章「関係諸機関との連携」 第３章「卒業後の支援」

で構成し，「保護者（家庭）への支援」については，全章を通じて取り上げています。
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ハンドブックの活用が
想定される場面

○生徒の学習場面の活用
・進路学習
・現場実習の事前・事後学習など

○職員の日常的な活用
・日々の自己研修
・職員の学習会など

○保護者への説明場面での活用
・個別の進路相談
・保護者の学習会など

進路・就労支援ハンドブックの作成

現場実習評価表（例）

「作業場面の評価」「生活場面の評価」と，場面

別に評価項目を整理しました。また，評価基準を

生徒にも理解しやすい表現で示しています。

事後学習の進め方

実習の振り返りから，実習報告会までの流れ

について，その例を紹介しています。

評価会議の実施

現場実習の評価の生かし方として，「評価会

議」の実施について紹介しています。

岩手県教育委員会作成パンフレット

進路・職場開拓の際に活用できる，岩手県教育委

員会作成のパンフレットを紹介しています。

特別支援学校間の連携

県内の各特別支援学校，各地域の情報を共有して

進路・職場開拓を進めていくことの大切さについ

て紹介しています。

卒業生のアフターケアの活用

卒業生のアフターケアと併せて行う，進路・

職場開拓について紹介しています。

定着支援の方法

卒業後の定着支援を進める場面・方法について紹

介しています。

同窓会の取組

各校の同窓会の取組状況から，定着支援の視点で

同窓会の意義についてまとめています。

ジョブコーチ支援の流れ

ジョブコーチ支援の支援開始からナチュラ

ルサポートへの流れを図で表しています。
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